
佐賀市建築指導課　令和5年4月1日 改定

チェック 記載事項 備考

1 申請書 □
□
□

①（第三面）【9.工事種別】申請敷地全体での工事種別
②（第三面）【17.特定工程】記載
③（第四面）【19.備考】浄化槽認定番号

①申請建物が新築であっても、敷地内に既存の別棟があれば「増築」
②中間検査対象の場合
※床面積が100㎡を超える住宅
（増築の場合は増築部分の床面積が100㎡を超える場合）
③浄化槽設置の場合（仕様が未確定の場合でもあらかじめの検討として記載）

2 図面共通 □
□
□

①図面名称・縮尺
②方位（位置図・配置図・平面図）
③設計者記名

③R3.1.1～押印不要

3 付近見取図・字図 □ ①申請地を赤囲い
4 敷地求積図 □

□
①求積に用いられたソフト名
②水路占用許可部分算入

①三斜求積図の場合は記載不要

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□

□
□
□

①道路種別（法第42条○項○号）
②法第１９条支障なし
③法第２０条第１項四号イに適合
④建築物の高さ（既存含む）、敷地・道路の高さ
⑤敷地及び建物間のはなれ（既存共）
⑥敷地境界及び敷地内CB塀等の有無
（有⇒高さ、仕様　無⇒CB塀等なし）
⑦排水経路
⑧水路幅、深さ
⑨県条例第3条（がけ地）建築物の安全上支障なし
⑩道路斜線・隣地斜線支障なし
⑪延焼ライン
⑫敷地境界線名
（道路境界線、隣地境界線、仮想区分線、水路境界線）
⑬既存建物概要
（築年（確認番号・日付）、構造、高さ、面積、用途等）
⑭開発許可番号
⑮用途地域がまたがる場合の境界線
⑯敷地内通路

②道路より申請地の高さが低い場合記載
⑨水底と敷地の高低差が２ｍを越える場合、がけ地条例3条に支障がないかどうか
⑪法22条地域・防火・準防火地域内及び敷地内に耐火建築物等がある場合
⑫隣地境界線が仮想区分線の場合「隣地境界線（仮想区分線）」と記載
⑭開発許可を受けた場合
②③⑨⑩支障がない場合コメント記載
⑯別表第1（い）欄（1）項から（4）項/無窓居室を有する建築物 等：1.5ｍ or 90cm、共
同住宅等で入口が道に面していないもの：県条例第8条

第１種・第２種
低層住居専用地域

□
□
□
□

①外壁後退（1m）ライン
②北側斜線の検討
③絶対高さ（10m以内）
④日影図(軒の高さ7m・階数３以上の場合)

②明らかに支障がない場合その旨記載

２項道路に接道 □
□
□

①道路中心線、現況道路境界線、道路後退線
②現況道路幅員、後退幅員
③道路後退線内に建築物（CB塀等含む）がないか

①②申請地反対側の道路境界線・後退幅員も記載

建築確認申請における審査指摘事例
（法第6条第1項第4号建築物用）

以下に示す指摘事例は、建築確認申請時の法適合審査において、主な指摘事項を取りまとめたものです。
実際の建築確認申請時には、これら以外にも多数の質疑事例があり、また建築計画に応じた判断もありえることから、あくまでも申請図書作成における参考としていただきますようお願いいたします。

設計図書等

5 配置図



□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

①求積に用いられた寸法(出窓寸法含む)
②軒先、庇ライン（建築面積の確認のため）
③室の面積、室名
④アンダーカット、ガラリ
⑤階段手すり
⑥給気口・排気口（24時間換気）
⑦住宅用火災報知機
⑧界壁
⑨1階天井仕上難燃材料以上（県条例第6条）
⑩歩行距離
⑪非常照明

⑧⑨共同住宅等
⑩⑪別表第1（い）欄（1）項から（4）項/無窓居室を有する建築物 等

法22条地域・
防火・準防火地域

□
□

①延焼ライン
②防火設備、FD、基礎パッキン防火仕様など

①防火構造等の屋内側被覆は小屋裏・天井裏まで貼り上げの記載（認定等による）
②22条地域は不要

火気使用室 □
□

①火気使用室換気計算
②壁・天井仕上げ

①②一戸建ての住宅は不要（防火・準防火地域内は必要）

車庫 □ ①壁・天井仕上げ ①木造の場合、木部露出の有無記載（見付面積の1/10以内）

倉庫 □ ①車庫利用、作業場利用、火気使用、危険物の保管なし ①該当する場合、内装制限・LVSチェック等必要

7 立面図 □
□

①軒の出
②バルコニー開放性

①樋先までの長さ

8 シックハウス □
□

①使用材料一覧表（F☆☆☆☆等）
②24時間換気計算

9 LVSチェック □ ①採光1/20、換気1/20、排煙1/50以上 ①一戸建ての住宅は不要
（200㎡超の一戸建ての住宅は排煙チェックが必要）

10 壁量計算書
（木造の場合）

中間検査対象
※床面積が100㎡を
超える住宅
（増築の場合は増築
部分の床面積が100
㎡を超える場合）

□
□
□
□
□

①壁量計算書
②金物
③基礎仕様明示
④木杭の仕様
⑤防腐・防蟻処理

①耐力壁が認定仕様の場合、認定番号記載
②N値計算で求めた場合、N値計算書添付
③配筋、立ちあがり等
④常水面以浅はトップコン等の仕様

11 □
□
□
□
□
□
□
□

①日影図
②浄化槽設置届の写し＋認定書＋図面
③既存不適格調書
④工場調書
⑤セットバック誓約書
⑥水路占用許可
⑦地区計画適合証（地区計画区域内）
⑧開発許可、建築行為許可（市街化調整区域内、開発区域内）

①別表第4で適用高さ確認
②市営浄化槽設置の場合：市営浄化槽設置申請書の写し（上下水道局の受付印要）
＋認定書＋図面
③既存不適格緩和の適用を受ける場合
④工場・作業場等の場合（原動機を使用しない場合も含む）
⑤佐賀市様式（建築主・工事監理者・施工者の押印が必要）
⑥窓口：河川砂防課
⑦窓口：都市政策課
⑧窓口：建築指導課開発審査係

12 概要書 □
□

①２部提出（１部に字図添付）
②配置図A3サイズ添付

13 工事届 □ ①１部提出

その他
添付書類
※この他にも必要に応じて添付書類を
求める場合があります。

6 平面図


